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第5回 Support Our Kidsリユニオン in 東北福祉大学

実施報告書

海外に翔いた子どもたちが

その翼を次へつなぐシンポジウム



開催趣旨／HABＡTAKIとは

本日は、第5回 Support Our Kids リユニオン~翔（はばたき）~にご参加頂き、誠にありがとうございます。また

、平素より弊会の活動に深いご理解とご厚情をいただいておりますことに感謝申し上げます。

皆様ご存知の通り、私共では、“東日本大震災被災児童の自立” “復興を担うリーダーの育成”を目的に、10 年間の

継続プロジェクトとして「Support Our Kids」の活動に取り組んでおります。主たる活動は、世界の大使館や外務

省のご理解とご協力のもと実施している「海外ホームステイを通した被災児の自立心育成活動」、そして「ホーム

ステイの実施、プロジェクトの認知度向上を目的に開催している各種チャリティ活動」です。

昨年のデレク・ジーターさん、松井秀喜さんに続き、今年は3月にゲーリー・プレーヤーさんとエンヤさん、7月に

ダン・カーターさんがこの活動の為に来日。チャリティ活動を通し、ホームステイの実現に多大なるご協力を頂き

ました。

本日は、このように世界のセレブリティはじめ、多くの方々の温かいお気持ちに包まれ海外ホームステイを経験さ

れた52名の生徒の皆さんに「海外で何を見て、何に気づいたのか」発表して頂きます。また、OBOGの皆さんには

、帰国後に取り組んでいる復興活動や、将来の夢についてお話頂きます。

さらに、「Support Our Kidsのテーマソングを書いたので皆さんに聴いて頂きたい」と申し出て頂いた有志の皆さ

んによるスペシャルライブも予定しております。

是非、最後までお楽しみいただけますと幸いです。

逆境を力に変えて、自分の可能性に、そして世界に向かって羽ばたく子ども達。

私共では、そんな子ども達ひとりひとりの背中を見守りながら、「ひとりじゃないよ」を合言葉に2020年まで活動

を続けて参ります。

引き続き、皆様のご理解とご協力、何卒、宜しくお願い致します。

2016年11月13日

Support Our Kids実行委員会

名誉会長 イアン・ケネディ

（前駐日ニュージランド大使館 特命全権大使）

【開催趣旨】

2012年のリユニオンで、“この会を、子ども達の・子ども達による・子ども達の為の会に育てていき

たい”という思いから、会の新名称を子ども達から募集。「私たちは、支援のおかげで“はばたく”こと

ができた。今後は、自分たちの力ではばたいて恩返しをしていきたい。」というNZ2期生伊藤早希さ

んの想いが共感を集め、本会名称が「リユニオン～翔・HABATAKI～」に決定！

【HABATAKIとは】

２



概要／プログラム

日 時：2016年11月13日（日）13:00～16:00

会 場：東北福祉大学 けやきホール

主 催：Support Our Kids実行委員会

共 催：東北福祉大学/一般社団法人3.11震災孤児遺児文化･スポーツ支援

参 加：250名（内、生徒105名）

【概要】

【プログラム】

※敬称略

12：30 開場・受付

13：00 開会 ／ 司会：秋沢淳子（TBSアナウンサー）

・開会宣言 澤田 悠希（リユニオン2016実行委員会 実行委員長 / USA2014）

・主催者代表挨拶 秋沢 志篤（Support Our Kids実行委員会 事務局長）

13：20 第１部 海外ホームステイ体験発表「海外ホームステイを経験して」

・Poland＆Switzerland, Ireland, Canada, Australia, New Zealand, USA HOMESTAY参加生徒

14：45 第２部 HABATAKIシンポジウム「東北×ネパール＆熊本 復興の輪プロジェクトを実施して｣

・HABATAKIプロジェクトメンバー

15：15 第３部 OBOGインタビュー「私の夢｣

・小野寺真礼（UK2012）、中津留裕人（UK2012）、半澤悠音（France2013）

15：30 第４部 HABATAKI SPECIAL LIVE

・佐藤玲花（Canada2014）、小野寺悠花（New Zealand2014）、須田日香理（New Zealand2015）

15：45 閉会

・閉会宣言 渡邊 朱莉（リユニオン2016実行委員会 副委員長 / Canada2015）

・記念写真撮影

16：30～18：00 懇親会（風土）
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HABATAKIシンポジウム① 海外経験発表

計６グループによる、アイディア、独創性あふれるプレゼンテーション。帰国から３カ

月。個人としてはもちろん、チームとしての成長も感じられる発表でした。

私は帰国後、たくさんの人に「積極的になった、明るく
なった」といった言葉をかけていただきました。そのき
っかけとなったのがホストファミリーからの「自分から
やらないと何も始まらないよ」という言葉です。実際に
、自分から話しかけなければ何も始まりませんでした。
そのようなことが積み重なって私たちは積極的になり、
大きく成長を遂げることができたのだと思います。

今まで私たちの活動を支えてくださった支援者の皆様、
このような機会を与えていただき、本当にありがとうご
ざいました。これからは、ＯＧ・ＯＢの立場にたって積
極的にＳＯＫの活動に参加し、恩返しをしていきたいと
思います。

アウシュビッツ強制収容所では、戦争の無残な悲惨な
光景を目の当たりにし、心が痛んだし、なによりこの
ような歴史を繰り返してはならないと思いました。日
本でも広島や長崎の原爆のように、同じようなことが
あったので、僕たちができることはこれを後世に伝え
ていくことだと実感しました。

僕たちのチーム名はtry forです。これからもＳＯＫの
活動等を通して、会場の皆様と一緒にさまざまなこと
に挑戦していきたいと思います。

今回私たちは２週間の海外派遣プログラムに参加し、自
らの震災の経験や日本の文化を発信するという機会と共
に、さまざまな意見や考え方を知る機会もたくさんあり
ました。カナダの方に温かく歓迎してもらい、たくさん
の愛と多くの優しさを感じ、次は私たちが誰かのために
役立つことをしたいとここにいるメンバー全員が強く思
うようになりました。積極的に何事にもチャレンジでき
るようになった今、カナダでお世話になった全ての人に
感謝をし、今後は、今回得た多種多様な価値観を自分た
ちの中で消化・吸収し、発信していこうと思います。
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HABATAKIシンポジウム① 海外経験発表

「海外ホームステイを体験して」をテーマに、異文化に触れた驚き、喜び、悔しさ、

そして支援への感謝などを共有しました。

オーストラリアでは、様々な人種の人が生活をしていま
した。メンバーそれぞれがオーストラリアの多民族性や
様々な文化を尊重する心に触れながら生活をすることが
できました。

このプログラムに参加してから、さまざまな人と関わる
ようになりました。震災を経験して大切な人を失った悲
しみから、自分の心をちゃんと開けずに話すことができ
ずにいました。しかし、自分と同じ経験をした人たちと
関わりながらもう一度震災と向き合うことで、悲しい過
去を辛い過去ではなく、ひとつの転機として捉えること
ができるようになりました。

自分の可能性がこんなにも広かったんだ、とホームステ
イ中に感じました。ニュージーランドから帰ってきて約
３ヵ月が経ちましたが、以前の私からは考えられないほ
ど積極性が増したと思います。日本の当たり前が通じな
い生活に喰らいついていくうちに、様々なことを吸収し
、自分が閉ざしていた価値観や固定観念の殻が破れてい
くのを感じました。そして、それが今の私の自信となっ
ています。また、常に切磋琢磨し合える同世代の仲間に
出会えたことは私の一生の宝物です。ホームステイは終
わってしまいましたが、出会えた仲間との絆をこれから
も大切にしようと思います。

私たちにたくさん教えていただいた寺田陽次郎さんの言
葉で「一人じゃ生きていけない。でも、一人で生きてい
けるような大人にならにといけない。」という言葉があ
ります。これは、周りの方々の支えがなければ生きてい
けないし、支えてもらった分、自分たちがしてもらった
ように支えなければならないということだと思います。
私たちはこれから、この言葉を忘れずに、たくさんのこ
とにチャレンジして、色々な経験を生かしていきたいで
す。
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HABATAKIシンポジウム② OBOG活動報告

OBOGによる復興プロジェクト「HABATAKI」の活動報告。「次は自分達が誰かの為に」と

ネパールや熊本で被災した同世代の為に立ち上がる姿に、胸が熱くなりました。

「HABATAKIプロジェクト」は、Support Our Kidsの意思を引き継い
で、「次は自分達が誰かの為に」という自分たちの想いを形にしてい
こうというプロジェクトです。今日は、HABATAKIが実施した「東北
×ネパール復興の輪プロジェクト」「東北×熊本復興の輪プロジェクト
」について報告をさせていただきます。

◆HABATAKIプロジェクト2016報告

熊本の高校生とは、お互いの震災の体験を共有したり、復興したいわき市の
街並みを見学したり、復興に取り組む方々の話を一緒に聴いたりしました。
はじめは消極的だった熊本の高校生が、徐々に、自分の意見を積極的に言っ
たり、能動的に行動してくれるようになったことがとっても嬉しかったです
。すべてのプログラムを終えた時に「次は、私たちが熊本に呼ぶけんね！」
と言われたことは生涯わすれません。

ネパールの大震災のニュースを見て「次は私達の番だ！」と思いまし
た。すぐに、SOKの仲間と募金やクラウドファンディングで支援の為
のお金を集め、そのお金は、私たちが受けた支援と同じように、被災
したネパールの子ども達を東北にホームステイで受け入れる費用に使
わせて頂きました。今年の3月に3名の高校生を東北に招聘しました。

私は東日本大震災当時、被災地にいながら、何もできない自分にもどかしさ
を感じていました。しかし、Support Our Kidsの活動に出会い、「そんな気
持ちは捨てて動かなきゃ」と思うようになりました。熊本地震のニュースを
聞いた時「あの時の私と同じようにもどかしい気持ちを抱えている高校生が
いるかもしれない」と思いました。そして、ネパールプロジェクトを成功さ
せた先輩方の姿を追いかけて、5名の熊本の高校生を、いわき市に招聘し、共
に故郷の復興について考える企画を計画しました。

ネパールプロジェクトは、中心メンバーの年齢も違えば、住まいもバラバラ
でした。その点、熊本プロジェクトは中心メンバーの3名が同じ学校の同じ
クラスということで、打ち合せなどスムーズにいくと思っていました。しか
しながら関係性が近い分、衝突もたくさんあり、プロジェクトを進める難し
さを感じました。しかし、たくさんの方の支えによりプロジェクトを成功さ
せることが出来ました。

◆「東北×ネパール 復興の輪プロジェクト」について

◆「東北×熊本 復興の輪プロジェクト」について

プロジェクトを実施して、たくさんの苦労もありましたが、実際にネ
パールの高校生を迎え、一緒に過ごしてみて、やってよかった、と思
うと同時に、運営に携わったことで、自分達がホームステイさせて頂
いた時に、これだけの苦労があったのだと改めて感じ、今更ですが、
本当に感謝の気持ちでいっぱいになりました。
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フォトレポート①

◆リユニオン実行委員主催のHABATAKI写真展 ～ここだけのSOK 3D写真展～

◆保護者会

今年度の活動報告と、保護者のネットワークづくりを目的に第5回保護者会を開催。帰国後

の生徒の様子について共有する有意義な場となりました。

◆前日リハーサル

運営から全て生徒主体のリユニオン。本番前まで発表練習や写真展の準備等を行いました。
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フォトレポート②
◆生徒による発表の様子
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◆各国大使、支援者の皆様からのビデオメッセージ

駐日ニュージーランド大使
スティーブン・ペイトン 様

駐日アイルランド大使
アン・バリントン 様

駐日カナダ大使館 参事官
パトリシア・オックウェル 様

レーシングドライバー
寺田陽次郎 様

前ボストン・レッドソックス監督
ボビー・バレンタイン 様

アイルランド外務省
シェーン・サージェント 様

豪日交流基金 理事長
マレー・マクレーン様

海洋冒険家
白石康次郎 様

◆支援者の皆様にも多数ご参加いただきました

駐日ポーランド大使館
臨時代理大使

ピョトル・ショスタック様

SOK Toronto
チャコ瀬戸山 様

カナダ 日系文化会館
ジェームス・ヘロン 様

SwissJoho.com 代表
田山貴子 様

歌手
ENYA 様

フォトレポート②

◆第3部: OBOGインタビュー｢私の夢｣

ホームステイから帰国した直後、または当時のリユニオンで宣言
した夢を有言実行した2人のOBOGに登壇いただき、自分達の夢に
ついて、インタビュー形式でお話を語っていただきました。

2013年のフランスステイで、Le Mans24を観戦させて頂いた。本気のレ
ース、また特別に入れて頂いたピットの中で一台の車を勝たせようと汗水
たらして働くエンジニアの姿に衝撃を覚えた。そして、私もエンジニアに
なって、ここで日の丸を揚げたいと思いました。そして、その夢を、
Le Mans24で唯一日本車で優勝している、そしてこのプログラムを支援し
て頂いているMAZDAに懸けました。来春からはMAZDAで働きますが、私
がそうだったように、人を勇気づけることのできるカッコイイ車をつくる
ことが私の夢です。

私は、2012年のイギリスホームステイから帰ってきて、その年のリユニ
オンで「将来は小学校の先生になりたい」と宣言しました。そして、こ
の度、仙台市から教員採用試験の合格通知を頂き、来春から小学校の教
諭になることが内定しました。夢を口に出したことで、自分も頑張れた
し、たくさんの方々に応援して頂けた。後輩の皆さんも、自分で自分に
約束をして頑張って頂きたい。

9



フォトレポート②

◆懇親会の様子

◆支援者の皆様からご提供いただいた菓子、飲料類

◆第4部: HABATAKI SPECIAL LIVE

OGの佐藤玲花さん（Canada2014)の提案により企画。趣
旨に賛同した小野寺悠花さん（NZ2014）、須田日香理さん
（NZ2015）も呼応。Support Our Kidsをテーマにしたオ
リジナルソング「架け橋」「君がいるから」、カバー曲「栄
光の架け橋（ゆず）」を披露。素晴らしい楽曲と歌声に会場
は感動と涙に包まれました。
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11

◆リユニオン・翔2016 実行委員

◆運営ボランティア 東北福祉大学けやきクラブの皆様

・事前告知

TOKYO FM&JFN（全国38局FM放送）

中西哲夫のクロノス「LOVE&HOPE」

ラジオ福島

河北新報

・事後告知

TOKYO FM&JFN（全国38局FM放送）

中西哲夫のクロノス「LOVE&HOPE」

TBC Nスタみやぎ「ニュース」

鈴木 淑乃（New Zealand2015）

須田日香理（New Zealand2015）

野口 貴道（New Zealand2015）

和田 真伽（France2015）

渡邉 暦（Ireland2015）

★実行委員長 ☆副委員長

今年も、共催の東北福祉大学「けやきクラブ(大学生）」の皆さん（総勢22名）に、

音響、照明、映像など、運営のご協力を頂きました。

けやきクラブの皆さん、ありがとうございました。

メディア、運営体制

◆メディア

★澤田 悠希（USA2015）

☆渡邊 朱莉（Canada2015）

青沼 航平（Australia2015）

大和田芽花（Australia2015）

櫻井 友香（USA2015）

鈴木 勇翔（France2015）

TOKYO FM「LOVE&HOPE」に出演し、
ホームステイの想い出とリユニオン参加の

呼びかけを行う富塚 悠吏くん（USA2016）
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第５回 Support Our Kidsリユニオン～翔・HABATAKI～

■日 時：2016年11月13日（日）13：00～16：00

■会 場：東北福祉大学 けやきホール

■主 催：Support Our Kids実行委員会

■共 催：東北福祉大学

Support Our Kids事務局

〒102-0083 東京都千代田区麹町2-12-6 ミツリ麹町ビル3F（NPO法人次代の創造工房内）

電話:03-6272-6252 メール：sok@jidai.or.jp 

HP：http://support-our-kids.org/  facebook：https://www.facebook.com/jidai.or.jp

ご支援・ご協力ありがとうございます

◆発起人会

◆協力・後援団体

青島 俊徳 (タイムアウト in NZ 創設者)
赤井 勝 (花人)
赤木 弘喜
秋元 康 (作詞家)
淺野 秀則 (株式会社フォーシーズ代表取締役会長兼 ＣＥＯ)
天井 次夫 (株式会社経営戦略合同事務所代表取締役会長)
有森 裕子 (NPO法人ハートオブゴールド代表理事)
アルン・ナンギア (ナショナルオーストラリア銀行日本代表)
アン・バリントン（駐日アイルランド大使館特命全権大使）
イアン・ケネディー ( 前・駐日ニュージーランド大使館 特命全権大使)
石田 純哉 (株式会社ゴルフパートナー代表取締役社長)
井田 義則 (いすゞ自動車株式会社特別相談役)
伊東 信一郎 (ANAホールディングス株式会社代表取締役社長)
井上 彪 (三菱食品株式会社代表取締役社長)
井上 弘 (株式会社東京放送ホールディングス代表取締役会長)
岩崎 安利 (ビッグホリデー株式会社代表取締役社長)
宇佐美 三郎 (株式会社宇佐美鉱油代表取締役社長)
氏家 正道 (フェデラル エクスプレス北太平洋地区担当副社長)
ウルス・ブーヘル（駐日スイス大使館 特命全権大使）
エド・オーバリー (前・ニュージーランド航空日本・韓国地区支社長)
大崎 洋（吉本興業株式会社代表取締役社長）
大里 洋吉 (株式会社アミューズ代表取締役会長)
大日向 由香里 ( 株式会社エコLOVE 代表取締役)
岡田 佑 (宝自動車交通㈱代表取締役社長)
垣添 直也 ( 元・日本水産株式会社 代表取締役社長執行役員)
加藤 功時 (国際ロータリー第2750地区 東京芝ロータリー・クラブ 2013-2014年度_会長)
鎌田 隆介 (株式会社アコーディア・ゴルフ代表取締役社長)
河相 周夫 (宮内庁式部官長)
河田 聡史 (SBIファーマ株式会社代表取締役執行役員COO)
河内 宏之 (株式会社アカデミー代表取締役社長)
河村 守康 (株式会社虎ノ門実業会館代表取締役)
北牧 裕幸 (株式会社キューブ代表取締役社長)
金城 誠 (アンズコフーズ株式会社代表取締役社長)
草間 吉夫 (前・高萩市市長)
クリスチャン・マセ (前・駐日フランス大使館特命全権大使)
来栖 宏二 (アゼリーグループ理事長)
小園 文典 (株式会社協和エクシオ代表取締役社長)
児玉 守弘 (株式会社日音相談役)
後藤 亘 (東京メトロポリタンテレビジョン株式会社代表取締役会長)
小林 哲也 (近畿日本鉄道株式会社取締役社長)
小巻 亜矢 (ＮＰＯ法人ハロードリーム実行委員会代表理事)
小宮山悟 (野球評論家)
サー・デイビット・ウォレン (前・英国大使館特命全権大使)
齋藤 真嗣 (ニューヨーク州医師、腫瘍内科感染症専門医)
三枝 成彰 (一般社団法人3.11震災孤児遺児文化・スポーツ支援機構 会長)
坂井 秀行 (IMG 日本支社バイスプレジデント ビジネスディベロップメント)
桜井 正光 (株式会社リコー特別顧問)
迫本 淳一 (松竹株式会社代表取締役社長)
篠塚 建次郎 (ラリードライバー)
芝 幸太郎 (㈱One & Presence Holdings 代表取締役社長)
柴 俊夫 (一般社団法人 こどものための柴基金理事長、俳優)
渋谷 弘延 (公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン理事)
島田 亨 (楽天株式会社代表取締役副社長執行役員)
ジャックＫ．坂崎 (９０ ＰｌｕｓＷｉｎｅＣｌｕｂ代表)
シャノン･ウォーカー (前・ニュージーランド政府観光局 PRエグゼクティブ)
ショーン・コンロイ (前・ニュージーランド貿易経済促進庁公使 日本・韓国地域局長)
ジョン・Ｖ・ルース (前・駐日米国大使)
ジョナサン・T・フリード (前・駐日カナダ大使館 特命全権大使)
ジョン・カーワン (前・ラグビー日本代表ヘッドコーチ )
ジョン・ニアリー (前・駐日アイルランド大使館特命全権大使)
ジョン・ドエティ (タイムアウトin NZ 設立者テラスダウンズ リゾート マーケティング部長)
ジョン・ハンドルビー (ビーフアンドラム ニュージーランド日本代表)
白石 康次郎 ( 海洋冒険家)
白石 徳生 (株式会社ベネフィット・ワン代表取締役社長)
杉田 真志 (株式会社エス・ワイ・エス代表取締役)
関 正樹 (関彰商事株式会社代表取締役社長)
髙橋 利弘 ( 前ニュージーランド大使)
田川 博己 (株式会社ジェイティービー代表取締役社長)
竹花 豊（株式会社東京ビックサイト代表取締役社長）
舘 ひろし ( 俳優)

田辺 善仁 (株式会社エフエム大阪代表取締役社長)
玉井 義臣 (あしなが育英会会長)
田村 隆 (つきぢ田村三代目)
長命 健志 (株式会社エイチ・エル・シー代表取締役)
ツィリル・コザチェフスキ（駐日ポーランド共和国大使）
塚原 光男 (有限会社塚原体操センター 代表)
辻 信太郎 (株式会社サンリオ代表取締役社長)
坪田 信義 ( グラブマイスター)
ディーン・サドラー (アド・ネットワークス株式会社代表取締役兼 最高経営責任者)
ティム・ウイリアムズ (ワイン・イン・スタイル株式会社取締役会長)
デボラ・ヘイデン (前・クレアブ・ギャビン・アンダーソン日本マネージング・パートナー)
寺田 陽次郎 ( レーシングドライバー)
鳥原 光憲 (日本パラリンピック委員会会長)
ナオコ ダラ ヴァレ ( ダラ・ヴァレ・ヴィンヤードオーナー)
鍋島 英幸 (三菱商事株式会社常任監査役)
ニーナM．坂崎 (ＪＳＭコンサルティング株式会社代表取締役)
新山 明美 (仙台ニュージーランド協会 会長)
西本 博嗣 (ノーリツ鋼機株式会社代表取締役社長)
西山 広文 (株式会社読売情報開発代表取締役社長)
野田 勝憲 (共立印刷株式会社代表取締役会長)
羽生 裕子 (カナルカフェオーナー)
羽生 善治 (将棋棋士 二冠)
原 辰徳（読売巨人軍 前監督）
原田 真二 (ミュージシャン)
林 梓 (前 ベルギー王国大使)
肥後 かおり (女子プロゴルファー)
日野 皓正 (ジャズトランペッター)
平野 昌和 (公益財団法人ラボ国際交流センター理事長)
冨木田 道臣 (株式会社エフエム東京代表取締役会長)
福田 康夫 (第91代内閣総理大臣 日本・ニュージーランド議員連盟理事長)
ダニエル 藤井 (ブラックストーン・グループ・ジャパン株式会社代表取締役)
ブルース・ミラー (駐日オーストラリア大使館特命全権大使)
ボビー・バレンタイン (前・ボストン・レッドソックス監督)
古田 貴之 (千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター所長)
本庄 竜介 (グリーンコア株式会社代表取締役)
マーク・ケナリー (前・フォンテラジャパン株式会社代表取締役社長)
マーク・シンクレア (駐日ニュージーランド大使館特命全権大使)
マア・ノヌー (ラグビー ニュージーランド代表オールブラックス)
マイケル・ラーチ (エボリューションキャビタルマネジメント代表)
前田 伸 (日本電波塔株式会社代表取締役)
松岡 宏泰 (東宝東和株式会社代表取締役社長)
松沢 成文 (参議院議員)
松下 庄一 (株式会社松勇代表取締役社長)
松平 定知 (元NHKアナウンサー・京都造形芸術大学教授)
眞藤 健一 (株式会社経営戦略合同事務所代表取締役社長)
マリ・クリスティーヌ ( 異文化コミュニケーター、国連ハビタット親善大使)
丸山 邦治 (株式会社丸山海苔店代表取締役社長)
マンリオ・カデロ(駐日サンマリノ共和国 特命全権大使
ミア・エヴァンズ
(バンコープ・ウェルスマネジメント・リミテッド ジェネラル・マネージャー)
村上 雅則 (元・メジャーリーガー)
森 浩美 (作詞家・作家、 日本ドッジボール協会 最高顧問)
森川 由加里 (ミュージシャン)
森 浩生 (森ビル株式会社取締役副社長執行役員)
森 喜朗 (第85代、第86代内閣総理大臣 日本ラグビーフットボール協会会長)
ゲーリーＳ．森脇 (ニューヨーク日系人会会長)
薮中 三十二 (外務省顧問)
山﨑 直樹 (株式会社アップフロントグループ代表取締役会長)
ユーゼン・チェン (ゼスプリインターナショナルジャパン株式会社代表取締役社長 )
吉田 恒雄 (特定非営利活動法人 児童虐待防止全国ネットワーク理事長)
吉田 康 (株式会社ブルボン代表取締役社長)
吉野 伊佐男 (吉本興業株式会社代表取締役会長)
米村 でんじろう (米村でんじろうサイエンスプロダクション代表)
リュック・リーバウト (駐日ベルギー王国大使館特命全権大使)
ルー・トンプソン (エッセンシャリーグループマネージングディレクター)
ロバート・ベル (オーストラリア・ニュージーランド銀行東京支店 CEO)
脇屋 友詞 (Wakiya一笑美茶樓 オーナーシェフ)
和田 修一 (株式会社和田代表取締役)
秋澤 志篤 (特定非営利活動法人次代の創造工房理事長)
＊2016年10月 現在（五十音順・敬称略）

アイルランド大使館
アメリカ大使館
イギリス大使館
オーストラリア大使館
カナダ大使館
サンマリノ共和国大使館
スイス大使館
ニュージーランド大使館
フランス大使館
ベルギー王国大使館
ポーランド共和国大使館

復興庁
外務省
防衛省
首相官邸

日本赤十字社
経済同友会

90 Plus Wine Club
ISISGreenwich
i3
IMG JAPAN
アイング株式会社
RHトラベラー株式会社
赤井勝装花の会
株式会社アカデミー
株式会社アコーディア・ゴルフ
あしなが育英会
アゼリーグループ
アディダス・ジャパン
アド・ネットワークス株式会社

アトム通貨実行委員会仙台支部
株式会社アパマンショップホールディングス
アフリカの花屋
アメリカンクラブ
アルパインツアーサービス株式会社
ANZCO FOODS JAPAN LTD
アンダーズ東京
e.i.l.
イオン
いしかわボディケアセンター
株式会社泉屋東京店
いそ路
Itsumo
株式会社伊藤園
伊藤ハム株式会社
井原水産株式会社
International Women’s Club JAPAN
株式会社インタープレイン
株式会社インフィニティ
株式会社ウェル
株式会社宇佐美鉱油
株式会社ウジエスーパー
ANZCCJ
ACO
エールフランス
株式会社エイチ・ツー・オー
株式会社エイトコーポレーション
Asia Matters
株式会社SPE
株式会社エドムインクリメント
株式会社オールス
OKANO

株式会社オフィスフォーティエイト
株式会社オフィスレン
カシオ計算機株式会社
株式会社カタログハウス
カナルカフェ
金丸歯科クリニック
カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社
株式会社紀文食品
共立印刷株式会社
近畿日本鉄道株式会社
クラブオーストラリア
株式会社倉本製作所
グリーンコア株式会社
株式会社グローパス
株式会社経営戦略合同事務所
株式会社コーセー
株式会社KODENホールディングス
公益財団法人 国際親善協会
一般社団法人こどものための柴基金
株式会社ゴルフパートナー
佐藤製薬株式会社
株式会社サマンサタバサジャパンリミテッド
サンサス商事株式会社
3.11震災孤児遺児文化・スポーツ支援機構
サンデンホールディングス株式会社
サントリー酒類株式会社
株式会社ジエブ
シェラトン都ホテル

株式会社シムコス
七ヶ浜国際村
JSMコンサルティング株式会社
株式会社ジャスビコ
株式会社ジャパンエフエムネットワーク
ジャポネード
JANZ
JANZ Ladies
春風会
新企会
新極真会
スーザン・ロックフェラー
スイスインターナショナルエアラインズ
スイス情報.com
スポーツオーソリティ
公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
関彰商事株式会社
仙台ニュージーランド協会
全日本空輸株式会社
医療法人社団聡真会
DARGAVILL HIGHSCHOOL
株式会社ダイフク
タカタ株式会社
宝自動車交通株式会社
株式会社竹中庭園緑化
株式会社環建築設計事務所
学校法人千葉工業大学
株式会社中央不動産鑑定所

つきぢ田村
株式会社手塚プロダクション
TBS
TBC東北放送
デルタ航空
株式会社テンポプリモ
テンワス株式会社
TOKYO FM
TOKYO MX
東北福祉大学
東京航空計器株式会社
東京ガス株式会社
東京ドーム
株式会社東京ドームホテル
株式会社東京ビックサイト
東京プリンスホテル
東宝神宝
トヨタ自動車株式会社
株式会社虎ノ門実業会館
有限会社ドリーム・ロード
株式会社ナカムラ
株式会社ニュー・オータニ
ニュー山王ホテル
ニュージーランド航空
ニュージーランド政府観光局
ニュージーランド貿易経済促進庁
nz-navi.com
ニューヨーク日系人会

ニューヨークメロン銀行
株式会社庭野企画プロモーション
Bancorp Wealth Management Limited
NPO法人日本オリンピック・アカデミー
一般財団法人日本自動車文化振興会
日本電波塔株式会社
認定ＮＰＯ法人日本ハビタット協会
NPO法人日本舞踊芸術文化協会
日本ミシュラン・タイヤ株式会社
ネスグローバル株式会社
NEVER FORGET東北
ノーリツ鋼機株式会社
株式会社八芳園
ビッグホリデー株式会社
ビクトリノックス・ジャパン
ファイングレードウールクラブ
フェデラルエクスプレス
フォンテラジャパン株式会社
株式会社ブーランジェリーエリックカイザージャポン
福岡地所株式会社
富士スピードウェイ株式会社
株式会社フトゥーロ
株式会社プランクトン
株式会社ブルボン
PACE Sports Management
株式会社プレイン
プロシードアセットマネジメント
北海道日本ハムファイターズ

ほけん設計株式会社
株式会社ホリプロ
株式会社マイヤ
MOUNT ALBERT GRAMMAR SCHOOL
有限会社マックスペース＆ステーション
マツダ株式会社
株式会社マルトグループホールディングス
マンダリン オリエンタル 東京
ミズノ
三菱重工業株式会社
三菱商事株式会社
三菱食品株式会社
株式会社メッセージデザインセンター
モザンビーク共和国大使館
鮨処 森下
森永製菓株式会社
森ビル株式会社
Yahoo!JAPAN
吉沢寛法律事務所
吉本興業株式会社
読売巨人軍
読売新聞社
ライオン株式会社
LINE
株式会社ラ･ディッタ
公益財団法人ラボ国際交流センター
ラ・ロシェル
Rotary Club of Toronto – Forest Hill
Wakiyaグループ
一般社団法人WAZA JAPAN
和田グループ
ヒーローズエデュテイメント株式会社


